
（別添様式４－２ ）

１

評価日 平成28年10月3日 評価日 平成28年10月11日

評価者・組織 運営委員会
評価者

（いずれかに○）
○学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえ

た)
自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業内の小テスト
週末課題
テスト前や長期休業中の
学習会

生徒が基礎的な学力を身
につけること

保護者・教職員とも必要度が
高く，生徒は低い。

各教科の課題の研究
授業との関連

生徒の家庭学習が習慣化
していること

三者とも必要度を強く感じて
いる

学習確認プログラムの予
習・復習シートの活用や授
業での復習

学習確認プログラムを活
用すること

保護者・教職員の必要度が
やや高い。

わかりやすい授業の研究 生徒が授業の中で満足感
や達成感を持つこと

保護者・教職員の必要度が
やや高い。

グループ学習の取組 授業で学習効果を高める
ため，グループ活動や言
語活動を取り入れること

保護者は実現度に満足して
いる

図書室の授業での活用 学習や情報センターとし
て，図書室を活用すること

保護者は必要度を感じてい
る

③読書の習慣
化

図書の整理・配架
朝読書の取組

学習や情報センターとし
て，図書室を活用すること

保護者は必要度を感じてい
る

道徳の時間の確保
校内研修の充実
総合教育センターとの連携

生徒が道徳の時間を中心に
豊かな心を育み，実践する
態度を養うこと

生徒・教職員は満足している
が保護者は必要度を感じて
いる

生徒会声かけ運動
校門や通学路での登校指導
集会や授業でのあいさつ指
導

生徒がすすんであいさつを
行い，正しい言葉づかいをす
ること

教職員・保護者は定着し
ていないと強く感じている

各学級での安全指導
生活委員会での取組

生徒が規律ある生活習慣を
身につけ，社会的なルール
を守ること

生徒・教職員は満足している
が保護者は必要度を感じて
いる

くらまねでの調査
いじめアンケートの実施
教育相談
人権学習

学校がいじめのない学校づく
りに取り組んでいること

三者とも重要度は高い
が、保護者のみ必要度を
感じている

学級づくり
生徒総会に向けての学級討
議や学年討議

学級・生徒会・班活動を通し
て支え合い，高め合える集
団づくり行われていること

三者とも実現度は高く、概
ね満足している

マラソン大会
体育の授業や体育大会で
の取組

生徒が健康で体力のある
体をつくろうとすること

三者とも概ね満足できる

学級での指導
生活委員会での取組
保健委員会の取組
ほけんだよりでの保護者・
生徒への啓発

生徒が「早寝・早起き・朝
ご飯」など，規則正しい生
活を送ること

三者とも重要度が高い
が，生徒のみ実現度が高
い

①小中一貫教
育の充実

小中合同研修
相互の授業参観
各主任による小中主任会

小中一貫教育が推進され
ていること

三者とも実現度は低いと
感じている。

②キャリア教育
の充実

豆記者体験，社会人講師
講座，チャレンジ体験等の
学習と総合的な学習の取
組

キャリア教育が充実して
いること（豆記者・チャレン
ジ体験・進路学習など）

三者とも実現度は高く、概
ね満足している

学校・学年・学級だより
学校ホームページ

学校の教育方針が保護者
や生徒に伝わっているこ
と
学校だより・学校ホーム
ページで学校の様子がわ

三者とも実現度は高く、概
ね満足している

授業参観や学習発表会で
の来校しやすい環境づくり

保護者が学校行事（授業
参観や懇談）に参加する
こと

三者とも実現度は高く、概
ね満足している

地域の神社での祭礼に参
加
自主防災訓練への参加
児童館との交流
伏見中央図書館との交流

保護者・教職員・生徒が地
域行事に参加すること

生徒・保護者は実現度が
低くなっている

２

評価日 平成29年1月30日 評価日 平成29年2月28日

評価者・組織 運営委員会
評価者

（いずれかに○）
○学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

①家庭学習の
習慣化と学力
の向上

授業内の小テスト
週末課題
テスト前や長期休業中の
学習会

生徒が基礎的な学力を身
につけること

保護者・教職員とも必要度が
高く，生徒は低い。

地生連や学校運営協議会
が４校小中・小小連携の
橋渡しができるよう協力し
ていきたい。

②授業改善 学校図書館を活用した授
業を通しての授業改善

生徒が授業の中で満足感
や達成感を持つこと

保護者・教職員の必要度が
やや高い。

③朝読書の習
慣化

図書の整理・配架
朝読書の取組

学習や情報センターとし
て，図書室を活用すること

保護者は必要度を感じてい
る

①公共の精神
に基づく態度の
育成

生徒会声かけ運動
校門や通学路での登校指導
集会や授業でのあいさつ指
導

生徒がすすんであいさつを
行い，正しい言葉づかいをす
ること

教職員・保護者は定着し
ていないと強く感じている

②自他を大切
にする態度の
育成

くらまねでの調査
いじめアンケートの実施
教育相談
人権学習

学校がいじめのない学校づく
りに取り組んでいること

三者とも重要度は高い
が、保護者のみ必要度を
感じている

マラソン大会
体育の授業や体育大会で
の取組

生徒が健康で体力のある
体をつくろうとすること

三者とも概ね満足できる

学級での指導
生活委員会での取組
保健委員会の取組
ほけんだよりでの保護者・
生徒への啓発

生徒が「早寝・早起き・朝
ご飯」など，規則正しい生
活を送ること

三者とも重要度が高い
が，生徒のみ実現度が高
い

①小中一貫教
育の充実

小中合同研修
相互の授業参観
各主任による小中主任会

小中一貫教育が推進され
ていること

三者とも実現度は低いと
感じている。

②キャリア教育
の充実

豆記者体験，社会人講師
講座，チャレンジ体験等の
学習と総合的な学習の取
組

キャリア教育が充実して
いること（豆記者・チャレン
ジ体験・進路学習など）

三者とも実現度は高く、概
ね満足している

③家庭と地域と
の連携

地域の神社での祭礼に参
加
自主防災訓練への参加
児童館との交流
伏見中央図書館との交流

保護者・教職員・生徒が地
域行事に参加すること

生徒・保護者は実現度が
低くなっている

３ 　総括・次年度の課題
・研

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

・概ね基本的な生活習慣
に向けての取組はできて
いるが、「早寝・早起き・朝
ご飯」は学年が上がるに
つれて、課題が残る。
・「学校に行く楽しみは部
活動と友達」と感じている
生徒は少なくなく、活気の
ある学校となっている。

・ケータイ・スマホの使い
方なども含め、生活面で
不安のある生徒にはきめ
細かい指導が必要であ
る。　　　　　　　　　　・部活
が盛んで、学校に活気が
あることは素晴らしいが、
反面生徒の健康面にも配
慮し、週１日は休養日を設
定するなど徹底を図りた

・部活動での頑張りは素
晴らしく、上位の大会に出
場するなど好成績は地域
が大変盛り上がる。但し、
先生にかかる負担が大き
いのが気になる。
・社会問題とまでなってい
るケータイ・スマホの使い
方は解決しなければなら
ない喫緊の課題である。

・「ケータイ・スマホ」の問
題は、市教委と連携して、
防犯教室を企画し、また、
地生連の取組としても啓
発をすすめ、意識改革を
図るべきである。

・小中一貫教育の推進
は、今年度の重点課題で
有り、具体的な枠組みは
しっかりしてきたが、結果
を伴うものにはなっていな
い。　　　　　　　　　　　・
キャリア教育については、
本校が伝統的に重視し、
取り組んでいるもので有
り、他教科への横断的な
効果も多い。　・HP,学校だ
より、学級通信などを通じ
ての情報発信は良好と言
え、「開かれた学校づくり」
の一役を担っている。
・歴史のある地域の伝統
行事への参加は、貴重な
機会であるととらえ、部活
単位ではあるが積極的な
参加ができている。

・「９年間の学びの連続
性」を実現させるために
も、小学校の学びの形を
引き継ぎ、系統的なもの
にしていく。また、「小中一
貫教育構想図」を合同で
作成し、目標の実現をめ
ざす。
・本来の目標であるキャリ
ア発達を促す取組になっ
ているか常に検証する。
・HP等を使っての情報発
信は、さらに更新を増や
し、生徒の様子だけでは
なく、学校としての方針や
考えが伝わるものにして
いきたい。

学校だよりの配布は学校
の様子がよくわかり、あり
がたい。また、HP等の情
報発信もこまめで、概ね良
好である。

・充実しているキャリア教
育が今後とも継続される
よう、地域でできることを
考え、関わっていきたい。

健
や
か
な
体

⇒ ⇒

豊
か
な
心

確
か
な
学
力

・落ち着いた環境で、しっ
かりと学習に取りくむ伏中
生になってとっても嬉し
い。　　　　・朝読書の取組
は読書の習慣化に良いと
思う。引き続き進めてほし
い。　　　　　　　　　・図書室
の利用については、伏見
中央図書館との交流も有
り、進んでいる。

・学校が目指すべき方向
を信じて、生徒の学力が
伸びるようさらに取組を推
進していってほしい。
・家庭学習の充実のため
には、家庭の教育力の向
上も必要である。PTAにも
働きかけ、啓発につなが
る取組を推進していくべき
である。

②自他を大切に
する態度の育成

⇒ ⇒

①公共の精神に
基づく態度の育

成

・体育大会の盛り上がりは
素晴らしい。特に、縦割り
対抗など今後も工夫を重
ね，学校が一つになって
いた。　　　　　　・地域の方
には比較的挨拶はできて
いる。　　　　　　　　　　・
ケータイ・スマホについて
は家庭の担う部分が多
い。

①体力の向上

健
や
か
な
体

豊
か
な
心

①家庭学習の
習慣化と学力

の向上

②授業改善

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

平成２８年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　京都市立伏見中学校　　)

・道徳教育推進月間で授
業を公開し、輪番制道徳
をさらに推進するなど教育
活動の柱となってきた。
・登下校時など、生徒がす
すんで挨拶をしているとは
言えない。
・学校行事等に取り組むこ
とで、しっかりとした集団
づくりができている。また、
「伏中が好き」と感じてい
る生徒が多い。
・メールやラインでのトラブ
ルは少なくなく、継続して
取り組まなければならな
い。

・「道徳の授業が楽しい」
と感じる教職員がさらに増
えるよう、授業研究をさら
に進めていきたい。
・挨拶については、１１月
に発足する新生徒会の重
要な取組に位置づけ、浸
透を図りたい。
・３年生が学校行事の中
心となり、学校全体をリー
ドする伝統は守り続けた
い。また、生徒をしっかりと
観察し、見逃しのない、心
のかよった指導を心がけ
たい。

・規範意識の向上には家
庭への働きかけが欠かせ
ない。地生連や少年補導
など地域の活動にもア
ピールしていかなければ
ならない。　　　　　　　　　・
体育大会など伏見中が誇
る伝統的な取組は、これ
からも大切にしてほしい。

独

自

の

項

目

③家庭・地域と
の連携

平成２８年度　学校評価実施報告書
学校名(　京都市立伏見中学校　　)

　１回目評価
自己評価 学校関係者評価

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

授業での学習規律はほぼ
定着してきたが、基礎学
力の定着や家庭学習の時
間が少ないなどの課題が
ある。これらのことが、学
力の伸び悩みにつながっ
ていると思われる。図書館
を活用した授業を全教科
で取り組み，授業改善に
つなげていきたい。また、
キャリア教育については
十分な取組ができている
が、今後内容をさらに精
選する必要がある。

・次年度は「週末課題」と
教科指導をより連動させ
るような取り組みを提案
し、家庭学習の定着を図り
たい。
・学校全体で取り組んだ研
究指定（図書館教育）をさ
らに深化させ、思考力・判
断力・表現力を育む主体
的な学びを構築していき
たい。

・「学校図書館を活用した
授業」に全校で取り組んだ
ことは多いに意義がある。
その取り組みを小中一貫
教育にも是非活かしてほ
しい。　　　　　　・落ち着い
た環境で、しっかりと学習
に取りくむ伏中生になって
とっても嬉しい。

・落ち着いた学校生活が
送れているが、数登下校
時など、生徒がすすんで
挨拶をしているとは言えな
い。
・メールやラインでのトラブ
ルは少なくなく、継続して
取り組まなければならな
い。

・挨拶についてはまずは
大人が率先垂範して手本
を見せること。また、道徳
と連動させ、その意義につ
いても指導したい。
・問題行動の処理に追わ
れることなく、生徒会と連
動して啓発活動に力を入
れたい。

今年はおとなしい子が多
い。挨拶ができないのは
親の責任でもある。言葉
遣いも含めて規範意識の
向上に努めてほしい。子
ども達が真剣に将来の話
をする姿を見かけた。これ
からも様々な活動の場を
設定してほしい。

・「学習確認プログラム」の
分析や改善策、「学力向
上」をテーマとした研修会
等の開催により、主体的
な授業づくりや学習確認
プログラムの結果にも効
果が出てきている。
・家庭学習の定着には大
きな課題が残る。
・図書館教育の研究指定
を受け、全教科・全学年で
図書館を活用した授業に
取り組んでいる。しかしな
がら、保護者の認識は低
いものがある。　　　・グ
ループ学習は徐々に浸透
し、生徒の主体的な学び
は広まりつつある。
・「NIE」の取組が、朝読書
の充実につながっている。

・支部授業研や校内授業
研を充実させ、「言語活
動」と「考えさせること」を
取り入れることで、授業改
善をさらに推進していきた
い。
・「伏見学習のしおり」を個
別懇談会等で活用する。
また、効果的な家庭学習
の提示の仕方について検
討を行い、習慣化を図りた
い。
・今後も、２年目を迎えた
研究指定（図書館教育）に
積極的に取り組み、思考
力・判断力・表現力を育む
主体的な学びを構築して
いきたい。

規範意識の向上において
家庭の協力が必要であ
る。PTAの家庭教育学級
などを活性化して、改善を
図るべきである。

①体力の向上 基本的な生活習慣の
確立に向けの取り組み
の成果が出ているもの
もあれば、「早寝・朝ご
飯」は学年が進むにつ
れてできていないなど
課題が残る。

部活が盛んで、学校に
活気があることは素晴
らしいが、反面生徒の
健康面にも配慮し、週
１日は休養日を設定す
るなど徹底を図りた
い。

昨年もそうだったが、ス
マホ等の危険性に気
付かずに使用している
子供が増えていると聞
いた。裏側に潜む危険
性について、しっかり指
導してほしい。

生徒の実態を明らかに
し、市教委生徒指導課
と連携して、防犯教室
などを企画し、生徒の
意識改革に努めたい。

学校だよりの配布は学
校の様子がよくわか
り、ありがたい。また、
HP等の情報発信もこ
まめで、概ね良好であ
る。

独

自

の

項

目

・また、地域行事につ
いては部活動単位で
はあるが，生徒は積極
的に参加している。し
かしながら、一部の教
職員の負担にならない
よう，全教職員に協力
を求めなければならな
い。・小中一貫教育の
推進は、今年度の重点
課題で有り、具体的な
枠組みはしっかりして
きたが、結果を伴うも

・１２月に完成した「小
中一貫教育構想図」を
年度初めに各校が提
案し、教職員全体で取
り組みたい。また、教
科ごとの主任会を開催
し，より実際の授業に
活きる連携をしていき
たい。

・地域の防災訓練の
際、園児を中学生が避
難誘導したり、中学校
を避難所として地域の
方々を迎え入れたり、
一体となった活動は多
いに評価できる。


